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　ある外力 のなした仕事は，その外力の作用点の作用方向の変位を とすると，式(9.1)からP
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で表すことができる．いま， となったとき， となったとすると，仕事の変化分は図P
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9.2を参照すると であるが， 個の外力の変化分はP
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である．式(1)の全微分
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を式(3)に代入すると
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となる．一方， であるのでひずみエネルギの増加分 はW'U dU
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である．仕事の変化分とひずみエネルギの変化分が等しいので，式(5)と(6)が等しくなければなら
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